
ホ
ウ

ホ
ウ
Z

ン
ジ
マ
へ
費
国
寺
前
金
棒
貧
困
寺
門

前
の
町
を
い
ふ
。
十
二
加
御
定
書
に
載
せ
た
元
隊
丸

年
金
持
町
名
に
費
国
寺
門
前
と
担
さ
れ
、
叉
表
門
下

馬
前
と
い
ふ
こ
と
も
あ
る
。
包
L
寛
文
丸
年
貧
困
寺

再
遣
の
時
に
至
る
ま
で
は
、
後
の
表
門
は
裂
円
で
あ

っ
た
。ホウ
Z

ン
ハ
イ
カ
イ
シ
ユ
ウ
方
図
俳
詰
集
梅

室
答
。
天
地
人
及
び
附
録
の
四
加
か
ら
成
っ
て
ゐ
る

附
合
集
で
、
そ
の
地
入
は
特
に
芦
限
集
と
名
づ
け
ら

れ
て
ゐ
る
。
附
録
は
即
ち
郷
布
李
集
で
、
宋
に
若
干

の
渡
句
も
あ
る
。
門
人
卓
丈
が
筆
記
し
て
置
い
た
の

を
、
醤
臨
時
が
諦
う
て
渡
刊
し
た
の
だ
と
い
ふ
。
序
は

梅
室
老
樹
、
践
は
庚
子
仲
冬
旭
斑
議
。
天
保
十
二
年

冬
江
戸
須
原
屋
茂
兵
衛
・
浪
花
秋
田
屋
太
右
衛
門
・
京

都
野
町
治
兵
衛
等
板
。

ホ
ウ
Z

ン
ホ
ツ
ク
シ
ユ
ウ
方
回
議
句
集
増
補

と
角
郵
が
あ
る
。
二
加
。
序
は
服
白
、
践
は
芭
蕉
館

嘉
裳
。
京
都
河
内
屋
藤
四
郎
・
江
戸
須
原
屋
茂
兵
衛

等
の
天
保
十
ご
年
に
於
け
る
板
行
で
、
梅
室
家
集
を

増
補
し
た
も
の
で
あ
る
。

ホ
ウ
オ
ウ
ガ
ヲ
カ
法
皐
ヶ
岡
江
泊
郡
菩
提
の

東
北
ご

O
O米
に
在
る
小
圧
で
、
高
さ
軍
五
米
、
周

悶
一

O
O米
。
俗
説
に
花
山
法
皇
.
の
陵
と
い
ふ
が
、

頂
上
に
石
討
を
露
出
し
て
ゐ
て
、
古
墳
で
あ
る
。

ホ
ウ
オ
ウ
ザ
ン
鳳
風
山
金
縛
鍛
六
闘
な
る
金

棒
の
拙
の
傍
に
あ
る
小
圧
で
、
加
邦
録
に
は
こ
の
池

を
、
横
山
左
衛
門
の
屋
敷
内
な
る
山
下
の
清
水
と
記

す
る
が
故
に
、
昔
時
か
ら
存
在
し
た
圧
と
思
は
れ
る
。

嘉
永
四
年
正
腹
に
石
腐
を
造
り
、
そ
の
申
に
金
城
鑓

棒
停
を
立
て
た
。

ホ
ウ
オ
ウ
ザ
ン
法
皇
山
江
沼
郡
勅
使
に
在
る

小
丘
。
江
沼
恵
稿
に
賀
江
山
に
作
。
、
江
沼
郡
雑
記

に
は
箆
郷
山
と
す
る
0
.

こ
の
ご
書
は
同
時
代
の
替
で

あ
る
が
、
郷
字
を
草
書
に
よ
っ
て
江
に
譲
る
こ
と
が
一
中
町
に
移
り
、
磁
安
二
年
寺
規
を
建
て
、
延
費
五
年

多
い
か
ら
、
質
郷
山
が
本
名
か
も
知
れ
ぬ
0
.
而
し
て
一
今
の
地
に
締
じ
た
と
あ
る
。

こ
の
附
廷
に
は
那
谷
寺
を
中
心
と
し
て
、
勅
使
・
普
一
ホ
ウ
カ
イ
ジ
法
界
寺
能
楽
部
小
松
葉
町
に
在

提
・
嵐
山
な
ど
、
い
づ
れ
も
花
山
法
皇
に
関
係
あ
る
一
っ
て
、
海
土
宗
に
屈
す
る
。
明
路
ご
年
泉
諮
赴
良
道

地
名
傍
設
定
遺
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
賀
郷
山
が
法
長
一
の
開
畿
で
、
小
松
山
法
界
寺
と
撰
し
た
。
寛
永
十
七

山
に
按
じ
た
こ
と
も
、
亦
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
L

思
は
一
年
鹿
器
の
時
、
前
回
利
常
寺
地
を
牧
め
、
今
の
地
に

れ
る
。
之
の
圧
に
は
、
現
時
横
穴
古
墳
が
四
十
個
を
一
之
を
越
し
た
。

政
へ
る
ま
で
に
渡
掘
せ
ら
れ
、
昭
和
四
年
文
部
省
か
一
ホ
ウ
ガ
ン
法
接
金
持
民
宗
東
振
凶
徳
寺
の
術
。

ら
史
蹟
と
し
て
指
定
せ
ら
れ
た
。
是
等
の
横
穴
は
、
一
も
と
河
北
郡
木
諸
正
柴
寺
の
出
で
あ
る
。
呑
用
院
講

何
れ
も
凝
灰
岩
質
の
丘
側
を
穿
っ
て
語
ら
れ
、
そ
の
一
師
に
製
び
、
祭
司
に
進
み
、
加
賀
法
論
に
は
お
顧
み

車
純
な
る
は
玄
室
と
狭
い
入
口
と
を
有
す
る
に
過
ぎ
一
方
の
一
人
で
あ
っ
た
。
安
政
四
年
三
月
ご
十
九
日
寂
。

ぬ
が
、
多
く
は
義
道
に
一
個
叉
は
二
個
の
室
を
有
一
法
謎
唯
能
院
。

し
、
長
方
形
の
玄
室
に
綴
い
て
ゐ
る
。
玄
室
の
践
側
一
ホ
ウ
カ
ン
ジ
法
観
寺
河
祐
部
税
法
寺
に
在
つ

に
は
、
茨
道
部
に
向
か
ろ
て
傾
斜
し
た
水
銀
税
常
設
一
て
、
提
宗
東
波
に
鴎
す
る
。
殴
胸
元
年
十
周
寺
脱
を

け
、
天
井
は
穆
陸
伏
文
は
屋
根
形
で
あ
る
。
叉
二
室
一
群
へ
た
。

述
観
す
る
も
の
は
、
玄
室
の
側
壁
に
穴
を
穿
っ
て
抱
一
ホ
ウ
ガ
ン
ソ
レ
ン
芳
援
組
聯
金
鍔
安
徳
院
四

通
じ
、
そ
の
底
商
の
高
さ
を
異
に
す
る
も
の
に
在
つ
一
代
の
住
持
。
亭
保
十
五
年
蕊
周
入
日
寂
。

て
は
斜
坑
を
以
て
接
約
す
る
O

に
-
ホ
ウ
キ
ユ
ウ
ジ
賓
久
寺
金
探
に
在
訟
本
山
被

ホ
ウ
ォ
ン
ヨ
ウ
報
恩
欝
鍵
宗
に
於
い
て
宗
祖
一
の
山
伏
で
あ
っ
た
。
初
砲
を
糊
賊
院
と
い
ひ
、
尾
援

の
震
に
す
る
報
思
謝
徳
の
法
曾
で
、
一
に
御
七
銭
夜
一
荒
子
の
人
で
あ
っ
た
が
、
前
倒
利
家
の
入
閥
以
後
兄

と
も
、
叉
は
鼠
に
お
側
事
と
も
い
ふ
。
東
西
樹
本
願
一
勧
発
院
と
共
に
金
制
仰
に
来
り
、
浅
野
川
小
橋
に
跨
住

寺
別
院
で
は
萄
十
一
周
サ
二
日
か
ら
サ
八
日
に
於
い
一
し
て
ゐ
た
。
後
そ
の
地
を
召
上
げ
ら
れ
た
の
で
、
動

て
し
た
が
、
他
の
寺
院
で
は
各
日
を
鑓
へ
て
行
ひ
、
一
発
院
は
泉
寺
町
祇
闘
の
別
笛
願
行
寺
に
腐
り
、
弟
働

率
光
寺
の
如
き
は
萄
十
用
品
u
二
日
か
ら
品
目
八
日
ま
で
一
議
院
は
元
寧
な
る
陪
川
春
日
祉
の
別
賞
賛
久
寺
に
暦

で

あ

っ

た

。

、

一

た

。

陣

川

春

日

祉

は

後

に

位

置

を

鐙

じ

、

今

陪

川

郡

ホ
ウ
ォ
ン
ジ
法
恩
寺
珠
洲
都
南
山
に
在
っ
て
二
位
と
稼
す
る
が
、
上
程
の
理
由
に
よ
っ
て
俗
に
貸
久

曹
洞
宗
に
属
す
る
。
山
践
は
長
松
山
。
天
正
ご
年
金
一
寺
の
春
日
と
も
言
は
れ
た
。

峰
寺
十
代
清
林
索
、
醸
の
正
力
に
創
建
し
た
の
を
移
し
一
ホ
ウ
キ
ヨ
ウ
イ
ン
ト
ウ
費
箆
印
帯
鳳
軍
部
宅

た

も

の

で

あ

る

。

一

回

の

提

照

寺

に

貨

箆

印

塔

型

の

も

の

が

あ

る

。

護

し

ホ
ウ
ガ
保
賀
江
沼
郡
山
中
谷
に
臨
す
る
部
帯
。
一
墓
碑
で
あ
ら
う
。
賢
鐙
印
塔
の
胴
部
に
刻
す
る
種
子

ホ
ウ
カ
イ
ジ
費
海
寺
能
美
郡
三
。
屋
に
在
つ
一
は
・
、
揃
陀
・
薬
師
ハ
叉
は
阿
刷
〉
・
様
迦
・
踊
勅
を
普
通

て
、
鍵
宗
東
一
概
に
邸
す
る
。
寺
記
に
、
初
め
越
前
坂
一
と
す
る
が
、
こ
れ
は
慮
空
臓
・
弼
陀
・
阿
鴎
・
粛
勧
で

北
部
柳
原
に
在
っ
た
が
、
寛
永
十
八
年
能
美
郡
小
松
一
あ
り
、
そ
の
他
に
一
一
切
の
文
字
を
見
ぬ
。
最
下
謹
撰

七
回
こ

ホ
ウ
タ
ジ
法
旬
寺
山
一

w
金
棒
小
勝
町
中
丁
に

在
っ
て
、
民
宗
東
漉
に
鴎
す
る
。
明
治
十
二
年
十
二

用
木
J

新
保
に
於
い
て
寺
鋭
の
公
癖
を
許
さ
れ
、
弓
J

町
・
田
丸
町
を
綬
て
、
大
E
五
年
今
の
地
に
移
っ
た
。

ホ
ウ
ケ
イ
鳳
守

J
Y
ユ
y
ド
ウ
ホ
ウ
ケ
イ

春
藤
臨
令
。

ホ
ウ
ケ
ン
法
賢
提
宗
東
波
の
備
。
蔀
は
賢
殺
、

莱
栢
院
と
帯
し
た
。
明
和
七
年
越
市
上
新
川
郡
滋
黒

崎
箆
臓
寺
の
次
子
と
し
て
生
ま
れ
、
金
滞
鹿
提
寺
に

養
は
れ
、
後
石
川
郡
宮
腰
妙
鍵
寺
に
住
し
た
0

・日間怠

皐
寮
に
畢
び
、
加
賀
法
論
の
際
は
お
助
け
方
に
鴎
し
、

の
下
に
約
三
種
の
鍛
簡
が
あ
っ
て
、
推
定
全
長
六
三

題
、
胸
部
一
ご
極
立
方
で
あ
ろ
。

ホ
ウ
キ
ヨ
ウ
ジ
法
教
寺
石
川
郡
美
川
に
在
っ

て
、
提
出
武
東
援
に
属
す
る
。
明
治
十
ご
年
七
周
寺
蹴

の
公
携
を
許
さ
れ
た
。

ホ
ウ
キ
ヨ
ウ
ド
ウ
ジ
ヨ
ウ
法
鹿
道
場
石
川
端

四
十
万
の
内
の
地
を
法
医
道
場
の
領
と
し
た
こ
と

は
、
明
郎
八
年
九
用
の
文
書
に
見
え
る
。
法
腿
道
お

は
永

E
ご
年
の
文
書
に
法
陵
入
道
と
も
記
さ
れ
、
叉

弘
治
三
年
の
文
書
に
数
勝
と
あ
る
の
は
法
慶
の
子
と

見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
岡
地
の
替
性
寺
の
源
流
と
な

る
も
の
で
あ
る
。

ホ
ウ
キ
ヨ
ウ
ポ
ウ
賓
鏡
坊
石
川
郡
四
十
万
替

悦
寺
は
、
永

E
の
頃
ま
で
箆
鈍
訪
と
抑
制
し
た
が
、
後

提
宗
に
特
じ
て
今
の
寺
践
に
な
っ
た
と
記
す
る
も
の

が
あ
る
。
こ
L
に
賢
鏡
坊
と
い
ふ
は
法
隆
道
場
の
設

で
あ
る
。

ホ
ウ
キ
ヨ
ウ
ポ
ウ
法
敬
坊

J
ジ
ユ

y
セ
イ

順
索
。ホ
ウ
キ
ン
イ
ン
芳
槌
院
大
器
寺
務
京
第
九
代

前
回
利
之
の
子
某
の
法
続
。
詳
し
く
は
芳
樫
院
朝
露

宗
穣
該
児
。


